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 以下の Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ のうち、2 つを選択し、解答しなさい。なお、解答はすべて解答用紙に書くこと。 

 ※「1 つ」を選んで解答するものと、「すべて」解答するものがあるので注意すること。 

 

 

 Ａ  次の３つの問題のなかから 1 つを選んで、答えなさい。 

 

① ダイクシスに関わる日本語のいくつかの表現について、例文をあげながら説明しなさい。 

 

② うけみ文の構造による分類である直接対象のうけみ、間接対象のうけみ、もちぬしのうけみ（所有者のうけみ）、第三

者のうけみ（めいわくのうけみ）などについて、例文をあげながら説明しなさい。 

 

③ いわゆる「ハガ構文」について、例文をあげながら説明しなさい。 

 

 

 Ｂ  次の 2 つの問題のなかから 1 つを選んで、答えなさい。 

 

① コミュニケーションに生じる「訂正」や「修復」とは何か、言語能力に関する学説を踏まえて述べなさい。 

 

② 言語研究の方法として質問紙調査法（アンケート）を実施することにはどのような問題があるか、質問紙調査法以外

のデータ収集法と比較して説明しなさい。 

 

 

 Ｃ  次の①、②をすべて答えなさい。 

 

① Long による「インタラクション仮説（Interaction hypothesis）」を説明しなさい。説明には、以下の用語を入れること。 

【意味交渉   コミュニケーション・ストラテジー  フィードバック】 

 

② 第二言語習得の観点からインタラクション仮説の有効性と限界について説明しなさい。 
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【1 問目】 Ａ・Ｂ・Ｃ ※選択した問題の記号を○で囲むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2 問目】 Ａ・Ｂ・Ｃ ※選択した問題の記号を○で囲むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※解答欄が足りない場合は、裏面を使用してもよい。 


